
  2017年から日本国内のシリーズがスタートした
「GLOBAL MX-5 CUP JAPAN（GMCJ）」。初年度のシリーズ
チャンピオンを目指して参戦したCABANA Racingは、山
野哲也選手をドライバーに起用し5戦中2勝と2回の表彰

台によって目標としていた初代シリーズチャンピオンを
手中に収めました。今シーズンは、山野哲也選手が
GMCJのアンバサダーに就任したこともあり、ドライバー

に若手の堤優威選手を招聘。堤選手は、激戦のワンメ
イクレースとして知られているTOYOTA GAZOO Racing 
86/BRZ Raceでも、ADVICS CABANA 86のステアリングを
握っています。 

 今季のGMCJも昨シーズン同様に5戦のシリーズ戦が
組まれていて、4月15日（日）にスポーツランドSUGOで開
幕戦が実施されました。今シーズンからT×2 CABANA 
Racingの新たなチーム名でエントリーすることになり、
チームは13日（金）からスポーツ走行に参加。4本の走

行枠で持ち込みのセットアップを確認するとともに、予選
と決勝レースのシミュレーションを行ない初日は終了。
14日（土）は、GMCJの公式プログラムとなる前日テスト
があり、1本目は開始早々に赤旗によりセッションが中
断してしまいます。それでも、堤選手は4周の走行で1分
37秒540のトップタイムを記録しました。2本目は、夕暮
れが迫る17時過ぎのスタート。このセッションでも1分36
秒629というタイムで、2番手を約0.5秒離すトップタイム
で締めくくっています。 

 Qualifying／1st ／1’40”885       

開幕戦をポールトゥウィンの完勝で 

GLOBAL MX-5 CUP JAPAN Rd1.スポーツランドSUGO  

T×2 CABANA Racing REPORT     

 迎えた15日（日）の予選は、8時55分から30分間に

渡って行なわれました。走行時には雨が上がっていた
ものの、前夜から降り続いていたために路面はウエッ
トコンディション。堤選手を含めた全車がレインタイヤを
履いてコースインします。まず、計測1周目に1分46秒
737をマークして、計時モニターのトップに立ちます。各

マシンが走行するにつれて、レコードラインは乾いてい
きますが、一部にウエットパッチが残っているために全
車がレインタイヤのままで走行。予選時間が半分を経
過したところで僅差ですが3番手まで落ちてしまい、

チームは堤選手をピットに戻しスリックタイヤに交換し
て再びコースイン。まだ、コース上では濡れている箇所
もあり、堤選手は暴れるマシンをコントロールしながら
タイムアタックを実施します。堤選手は、予選時間が残
り2分30秒の時点で1分43秒064をマークしてトップに立
ち、最終的には1分40秒885までタイムアップを果たし
てポールポジションを獲得しました。 

2年目のシーズンも好スタートを切る 



 ウエットコンディションからドライへと刻々と状況が変化
していく難しい予選でしたが、チームとドライバーの的確
な判断でタイヤ交換のタイミングを計り、2番手に約1.3
秒のギャップを付けてポールポジションを獲得しました。 

 予選から約4時間半のインターバルを空けた、14時3
分に決勝レースはスタート。GMCJの決勝レースは、周
回レースではなく45分間のタイムレースで、45分が経過
した周がファイナルラップとなります。 

 決勝レースはローリングスタートの形式が採用されて
いて、ポールポジションの堤選手がペースをコントロー
ルして隊列を引っ張ります。決勝レース前にスタートが
肝心といい、何度となくシミュレーションを行なっていた
堤選手。ダンロップブリッジ下からライバル勢を牽制しな
がら加速していくと、2番手スタートとなった♯85佐々木
孝太選手の加速が鈍り、1コーナーでは後続を引き離し
た状態で通過します。 

 Final／1st ／ 46′07″148／28LAPS 

 トップを快走する堤選手は、1周目のコントロールライ
ンを通過した時点で2番手以降に約3秒のリードを保っ
てレースを展開。6周目にはベストタイムの1分37秒964

をマークして後続をさらに引き離しに掛かります。しかし、
9周目になると最後尾スタートだった♯84吉田綜一郎選
手が2番手まで追い上げてきて、堤選手を猛追。12周
目には2台のギャップが2.3秒と、このレースでもっとも

詰まります。しかし、ペースをコントロールしていたとい
う堤選手は、1分38秒台のラップタイムで安定して走行
し、レースの折り返しとなる14周目にはギャップを3.7秒

まで拡げます。吉田選手は前半にタイヤを使いすぎた
のか18周目にチームメイトの佐々木選手に前に出られ
てしまいます。トップを走行する堤選手は、2番手以降
の混戦に乗じてギャップを5秒以上に拡大し、逃げ切り
体制に入ります。 

 19周目には2番手争いをしていた佐々木選手と♯12

梅田剛選手が接触して、ともにリタイヤ。吉田選手もト
ランスミッションにトラブルが発生して、ラップタイムが落
ち込みます。最終盤となる25周目には、堤選手と2番手
の差が約14秒となり、28周目にトップでチェッカーを受
け、開幕戦を圧巻のポールトゥウィンで締めました。 

 幸先の良いスタートを切ったT×2 CABANA Racingは、
6月10日（日）にツインリンクもてぎで開催される第2戦で
も連勝を狙うことになります。 



Driver’s Comment                                                 堤 優威選手／Yuui Tsutsumi 

Team Chairman/Director’s Comment                   安藤宏チーム代表兼監督／Hiroshi Ando 

Chief Enginner’s Comment                             山崎登チーフエンジニア／Noboru Yamazaki 

 まずは、2シーズン目の開幕戦を勝利で終わることができて
ホッとしています。練習走行から好調で、決勝レースは良い
ペースで周回できると感じていました。課題は予選のタイム
だったのですが、ドライバーが濡れた路面でも頑張ってくれて
ポールポジションを獲得できました。決勝レースは、スタートで
ライバル勢を引き離せたので、安心して見ていました。次戦も、
このような展開が望ましいですが、そう簡単ではないので、
チーム全体で気を引き締めて臨みます。 

 まずは、2年連続でシリーズ参戦するに当たってサポートして
頂いた関係者の皆さまに感謝申し上げます。開幕戦は、昨
シーズンに積み上げてきたチーム力と若手ドライバーの力が
かみ合い、ポールトゥウィンの結果を収めることができました。
練習走行からトップタイムを記録し、予選、決勝と申し分ない
成績だと思います。次戦以降は、ライバル勢もセットアップを
進めてくるはずなので、油断せずに挑んでいきます。 

 昨シーズンのチャンピオンチームという完成度の高い体制で
参戦できることに喜びと感謝を持ちつつ、多少のプレッシャー
も感じています。今回は、練習走行からトップタイムが記録で
き、難しいコンディションとなった予選でも、チームと相談しな
がら途中でスリックタイヤに変えてポールポジションが獲得で
きました。決勝レースは、スタートから後続を引き離せたので
楽な展開でした。このような完璧なレースはそうそうないので、
厳しい戦いになっても勝てるように総合的に力を付けていきた
いです。 


